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第 5章 『日台大辞典』の見出し語の音韻的特色 
第 6章 『日台大辞典』における台湾語仮名表記 
第 7章 日本統治時代における台湾語仮名表記の変化過程―オ段長音表記の分析を通して― 
第 8章 小川尚義の言語研究観と『日台大辞典』の位置づけ 





























































 本論文はＡ４版 168P（原稿用紙 500 枚程度）付録資料 65P からなる重厚な論文である。台
湾における明治期日本語教育の一端について『日台大辞典』や他の一次資料を精査し、以下の
点を明らかにしている。 
 
・『日台大辞典』が当時の口語（ガス＝屁）や新語（カンキリなど）を大量に取り込んでおり、
『日本国語大辞典』の初出例よりも早い用例を大量に採取することができる。 
・統治における行政用語や医学用語、教育関係用語、商売関係用語などの実用語は先行辞書に
は収録がないにも関わらず大量に掲載している。 
・それらの中に「濃いい」「かえこと（交換）」「いそしい（勤勉）」など、方言色豊かな語彙が
散見される。西日本一帯に分布する語彙であるが、特に愛媛方言色が強い。これは編纂者小川
尚義の愛媛方言が含まれているのではないかと推定できる。 
・このような目でみると、「バヤイ（場合）」「デヤイ（出会い）」など、ア行がヤ行へかわる現
象も所謂共通語と条件が異なっていて、愛媛方言色の強いものとして位置づけることができる。 
・上記のとおり、『日台大辞典』は明治期の日本語資料としても大変、貴重である。 
・オ列長音をオウ表記からオヲ表記に変更されたのは小川尚義の影響によるものである。 
・台湾語を仮名表記する際の方針を調査してみると、「草創期(1895～1901)」「定着期(1901～
1931)」「成熟期(1931～1945)」三期に区分できる。 
・これらの画期にあたっても小川尚義の表記論が影響を与えた。 
・小川は台湾語の仮名表記に大きな影響力をもち、台湾統治時代の日本語教育史を述べるうえ
で欠くことのできない人物である。 
 
 本論文の学術的価値の第一点は、従来、『日台大辞典』は掲載された台湾語の研究に重点が置
かれてきたが、日本語の研究対象としたという着想の独創性である。 
 第二点は、上述のような従来全く知られてない事実を明らかにした点にある。これらの結論
の一部は既に安田敏朗『「国語」の近代史』（中公新書）などに好意的に取り込まれており、高
い評価がなされているものと見てよい。富士ゼロックス小林奨学金の支援も行われている。 
 第三点は本論文は全てが徹底した実証に貫かれているという点である。『日台大辞典』はもち
ろん、他の日本語教育関係資料 80 点の原本に当たり、用例に直接あたって収集分類した点、
着実な研究成果として他の追随をみないものである。今後、これらの資料を活用し、日本語研
究の立場から台湾における日本語教育史の実証的な研究に展開できるものと想像され、将来性
豊かな研究であることも疑いない。 
 調査が『日台大辞典』全語彙の悉皆調査ではない点、愛媛方言限定として見なして良いかと
いう点、小川尚義以外の編集関係者の関与、台湾語音声との関係などにおいて、行論に飛躍の
あるところもないわけではないが、日本の図書館だけでなく広く台湾の図書館を実地に調査し
てまわり、台湾語と日本語の両方に目配りした研究は誰にでもできるものではなく、その成果
は高く評価して良いものと思われる。 
 本論文は博士の学位として十分に評価に値するものであり、これを認定することについて全
員一致で合意した。 
 
